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南極地域における電離層観測記録の特徴

大瀬正美号 会田一夫発 岡本裕尤刊

CHARACTERISTICS OF THE IONOSPHERIC 

RECORDS IN ANT ARC TICA 

By 

Masami OSE, Kazuo AIDA and Hironobu OKAMOTO 

On the occasion of the first Japanese Antarctic Research Expedition, 1956ー7, routine 

ionospheric soundings were carried out by the ship・borne ionospheric sounder on board 

the " Soya ". 

On the examination of various ionograms obtained in Antarctica, characteristics of 

the ionosphere at high latitude, especially the auroral zone, are illustrated in this paper. 

J. 緒 百 2. 観測のスケジュール

国際地球観測年における日本の南極地域の予備観測で， 観測の種類は定得観測と連続観測の2種類である。

電離層の観測は「宗谷」の船上に設置された直視式電離 定時観測l：ム 1956年 11月 11日奄美群島沖より開始

層観測装置により，日本より南極地援に至る往穫の全般 され，1957年 4月21日に宗谷が同地帯に帰着するまで

路に亘り行われた。その際の観測の状況及び，特に南極 15分あるいは 30分間隔で行われた。観測総日数は 162.:

地或の観測資料を検討した結果の高緯度特有の種々のイ 日で，故障その他による欠測は約4＇｝もにすぎなし、。定時

オノグラムの特性について，その結果を写真により例示 観測の外に北格 20°，赤遭，南緯 20° 及び南緯50° を通過

し，その特徴を述べる。 する前後におb、て 24時間の連続観測を実施した。この

第 1妥定時観測日程

位 置（地理室E総度）
期 同（G.M. T.) 観 測 時 刻

開始点 終了点

1 9 5 6年 11 IJ 9 日 22時 00-9- 33。33’N 32°34’N 毎時の 00~子

ー 11 Jl Jl 日 08時 00-9- 137。02’E 135°04’E 

1 9 5 6年 11月 11 日 09時 00介 30。18’N 50°46’s 毎時の 00-9-

-1957年 1 IJ 3 日 11時 30分 131。30’E 32。55’E 30 ~子

1 9 5 7年 11'I 3 日 12時 00-9- 50°48’s 69°01’S 毎時の 00分， 15？子

ー 1 Jl 29日 07時 45分 32°51’E 39。08’E 30 -9-•. 45分

1957年 1月 29日 08時 00分 69°01’S 31。10’N 毎時の 00分

ー 4 Jl 21日 13時 00介 39°08’E 13r。＇21’E 30 -9-

事第一電波探＊＊第二電波諜
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第 1 図

うち南総 20° 及び南緯 50° での帰路の観測は者I~合によ

り中止した。

定l~j惚i\llj(j: 35mm標準フ イノレムに 1i1].ifiil 85 mm, 

連続観jf!IJは 16mml次回フイノレムに 1こま 10秒間の速

度で記録した。往復の船上におけるを・lf!i＇総測の日程，極

士山附近の航路図をおのおの第1表及び第1凶に示す。

3. 観測機器及び設備

電i説t~丹観測I］のために設備された部屋！主，

電肉！ti直前MW凶行う在l~iJ[lj室と観iilll フイノレムを

現像する写呉川崎宗とである。

観測装置の特徴としては砕氷船特有のもITi

撃や振動に対する処置として，陸上様iJlil所

でflJ~ 、 る機~ftに比し， 雀体強度を増し，船

体が 45°の傾斜をうけるi易合を考lit¥して；没

言十された。また印度洋上の高ti~＇，多湿に耐え

得るように，冷却月］：通気が十分行えるよう

にした。この装置Fま送信部，受信市，こま

どり記録部，H持＼・装置の 4僅休lこわかれて

京付け られた窓内の外協は第2凶に写真を

もって示しである。観測装・illの主要な性能l主第2表！こ掲

げである。また送受信のアンテナの配置は第3図に示さ

れ，そのうち送信アンテナは波動J抵抗 400g の M 型

アンテナで，受信アンテナは前怖から懸架された j詮 L

迎アンテナである。

m白白血i

mz凶電 車E届観測 宝 の外観
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lll 2表直視式電爵層観測装霞の主要性能

項

周波数義圏

送信出方

I観制に要する時間

送信パ...＂巾

送信.~... ：；＜線道．周波数

周波数目盛

観測高度旋回

高度目a
受信郎事者会利得

雑音指数

8lt分定数

目 規

l-25Mc/s 

lOkW （尖頭健】

10秒及ぴ 30秒

40-120 /l& 

50c/s及ぴ 60c/s 

500 kc/s ：：！ι 
so-1000 km 

50km <::: !: 

140db 

鈎 9

50 psec 

格 備 菅

J-5Mc/s, J-10Mc/s,l-15Mc/s.J-20Mc s, 
J-25Mc/s申 5個よりなるカムの琢換により EFう
ち任意の周波数を選川昌

この範囲で連続に変化するEKができる

電波周期

lMc/sの目盛は長目盛

5Mc／.に畠いて

記録ff:法 35mmフィルムによる流し記録及
び 16mm映画鰻膨

フィルム容量は 16mmは 400fE"et 
35mmは 100feet 

交錯 200V，単相．受電所要電力 3 KVA 

4.観測結果

南観地球における我国の電離層観測は勿論本観測が最

初であり，高緯度地方特有の愛化のはげしいデータを観

測することができた。特に 1957年 1月～2月の閑，南

韓 65。より 69° の地点はで貴重な観測結果を得た。 し

かし今聞は夏季の一部の期聞を観測したに過ぎず，これ

が直ちに粛鍾地域全般の特徴を示しているわけではな

4.1. 目褒化

＂$締 60° を越える頃より高緯度特有の電離層観測記録

が得られるようになった。この期聞は極地の夏季に相当

したためか，／oF2は比較的高＜ 7.6Mc前後， 2月下旬

には 10.0～11.0Mc前後に上昇して昼夜を通じて平坦

な目安化を示し，また h’F2は一般に高〈約 460kmで

あった。

E，は全般的に出現が少し JE.の値は昼間は 3.4Mc

F付近，夜間には少し高＜ 4.0Mc前後で短時間 10.0Mc

以上に伸びることも時々見られた。見掛高さ h’E，はや

や普通より高く，昼聞は 120～130km夜間は 130～140

kmであった。日褒化の 1倒を第 4図に示してある。

h’イ曲線も中緯度地域において観測されるものの外，種

々の複雑なものも見られる。特に臨界周波数附近は膚が

傾いていたり，波をうったりして概して散乱（spread)

して観測される。電波は暖収されやすししたがって

f-minが平均して高〈，甚しb、場合は Polarblack out 

となって， echo は先全に消失となる場合がしばしばあ

る。

4.2. h’ーf盛徳

便宜上 E及びF領域に分けてその特徴を分類してみ

たが，両領域にわたって複雑な愛化を含んでいるものも

第 S関 7 ，，テナ配置図

しばしば認められた。

我々が内地であまり経験できない珍らしb、記録倒を第

5図に示してみる。

4.2.1. F領域

A.完全な h’－I曲線： 通常中緯度でも観測される典

型的な hγ曲線で，他の複雑なものと比較するため

に示す。

B.斜めの echo: F2層と斜め多重不規則な echo

の~化倒。

c.移動層： F2層の反射以外にほぼ同じ高さに速や

かな移動をしている層が観測されているが，本質的

には上倒と同一部類に属するかも知れない。

d. forked edho : 中締度でも観測される 4本の分岐

のある hγ曲線であるが，極地方ではよく現われる。

E. sporadic F: F領域の高さに非常に国待問 spo・

radic性の traceが現われるので，仮に sporadic

F と称して例示する。

4.2.2. E領域

F. night E：夜間 E領域に detardationを伴う

echoが現われるもので Z 成分を含むものもある。

G.オーロラ出現時の E,: 目視観測とよく一致する

オーロラ type の E• がある。（第 6 図， 1955-230()
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の聞は目視のオーロラあ η）。

H. E,: あまりmないが出る時は短時間で，一般に

h'Eが高く 140km程度で夜間に出ることが多い。

4.2.3.オーロラ出現前後の観測j

オーロラと電離層の関係について法，目視観測ができ

たのは数回であるが，電波観測においてはたびたび記録

されている。第6図は 2月 21日より 24日に至るオー

ロラ出現前後の記録を示す。まづ目視オーロラの出始め

る数時間前に F）脅の甚しb、散乱が始まり（1600時），続

いて比較的強いオーロラ性の E.が現われる（2000時）。

この E，は時には 15Mc附近まで伸びることもあり，

殻舌L性の F領域の echoが時々現われたりしながら

65 

その後 1～2時間後には polarblack outが不規則に

始まる（0030）。この時聞が通信障簿を起す大きな原因の

ようであって，目視オーロラができてから数時間後に通

信障害をうけることが特徴であることは警報上有意義と

思われる。

4. 結 言

以上今回の予備観測において得られた極地の電離層の

特徴について述べたが，更に細部の検討については今後

の観測結果に待たねばならなb、。なお本報告の原りまと

めに対し，たえず助言，御指導をいただし、た企画課糟谷

積氏に厚く御礼を申し上げる次第である。

lllllllllllllU a・，S111111111111111111111・E・・・・8・Ill・111111111111111・111111111111111111111111111・111111111111・111111
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箭 5図 A. 完全なん’－fcurve (6i03) 1 Jl 13日， 0900ーl015(GMT) 
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員I5関 B 斜め echo(68。S)1 月 18 日，0100-0415 (GMT) 
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貫主 5関 c.移動厨（1) (68°20’S) 2月 17日，2000ー2200(GIV.T) 

' N 
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Jll 5 1):11 c. 移動庖 （2J l6u0S) 2月 B 日， lSOC-2000 (GMT) 

．“1 
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jj; s.図 D. forked echo (67'50’S) 1月 14 日，0320-0430 (GMT) 

第 5図 E. sporadic F 〔69°・3)2且 2 日，1730-2200(GM T) 
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.m 5関 Fl. E 傾峨 nightE，普通のもの （68。45’） 1月 20日，0018-0215 (GMT) 
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鰐 5図 F2. E 領域 nightE, Z 成叶白晶るるの（69。S)2 月 11 日 230C－~030 (GMT) 
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~＇ 6依l! . (Ct。tO’3）去月 21 日ー24 日
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節 6図 B. (6♂l O'S) 2月 21 日－24 日
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第 6閃 c.(68°10’S) 2 月 21日一24日
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節点図 D. (68°10'5) 2月 21日－24日
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